
千代川の水質はきれい！！

～平成26年度の水生生物調査の結果～

平成26年7月2日から9月22日にかけて、付近の
小学校など6団体、約240人に参加してもらい、

千代川の水質を簡易に測定する、水生生物調査
を実施しました。

今年度は、水生生物調査を実施した８地点全て今年度は、水生生物調査を実施した８地点全て今年度は、水生生物調査を実施した８地点全て今年度は、水生生物調査を実施した８地点全て
の調査箇所で「きれいな水」と判定の調査箇所で「きれいな水」と判定の調査箇所で「きれいな水」と判定の調査箇所で「きれいな水」と判定され、他の「や
やきれいな水」「きたない水」「大変きたない水」と
判定された地点はありませんでした。

水生生物調査の結果が全地点で「きれいな水」全地点で「きれいな水」全地点で「きれいな水」全地点で「きれいな水」
と判定されたのは平成２０年度以来６年ぶりと判定されたのは平成２０年度以来６年ぶりと判定されたのは平成２０年度以来６年ぶりと判定されたのは平成２０年度以来６年ぶりのこと
になります。

近年は、下水道の普及や地域のみなさんの美化
活動のおかげもあり、千代川の水質は「きれいな
水」や「ややきれいな水」と判定される地点のみで
推移しています。

これからも、千代川の水質がこのままのきれいな
状態を保ってくれればと願っています。



【水生生物調査とは】

河川の中にはさまざまな生物が生息していますが、川底に生息する生物（水生生物）は、過去から現在
までのとても長い時間の水質状況を反映した結果でもあります。

したがって、河川の中にどのような生物が生息しているかを調べることによって、その地点の比較的長い
期間の水質の状況を知ることができます。

水生生物調査は、誰にでも簡単に水質状況が判定できるので、多くの方々に参加していただき、河川と
親しみながら、河川の水質状況を把握することを目的としています。

平成２６年度　水生生物による水質測定の結果平成２６年度　水生生物による水質測定の結果平成２６年度　水生生物による水質測定の結果平成２６年度　水生生物による水質測定の結果
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判定

水質階級

判定

水質階級

（昨年度）

千代川 用瀬 ● ○ ● ○ ○ 7777 0 0 0 Ⅰ Ⅰ

〃 佐貫 ○ ● ● 5555 0 0 0 Ⅰ Ⅰ

〃 袋河原 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 8888 ○ ○ ● 4 ○ ○ 2 ○ 1 Ⅰ Ⅰ

〃 源太 ○ ● ○ ○ ○ ● 8888 ○ ○ ○ 3 ○ 1 0 Ⅰ Ⅰ

〃 行徳 ○ ● ● ○ ○ 7777 ○ ○ 2 0 0 Ⅰ Ⅰ

八東川 片山 ○ ● ● 5555 ○ 1 0 0 Ⅰ Ⅰ

袋川 町屋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7777 ○ ● ● ○ 6 ○ 1 ○ 1 Ⅰ Ⅱ

〃 大杙 ○ ○ ○ ○ ○ 5555 ● ○ 3 ● ○ 3 ○ ○ 2 Ⅰ Ⅱ

※合計が同数の場合は、良い方を採用　「川の生きものを調べよう」テキストより

とてもきたない水きれいな水 ややきれいな水 きたない水



水生生物調査の事前説明 水生生物の採取

水生生物の同定水生生物の採取



Ⅰ，Ⅱ両方でみられる水生生物
（指標種ではない）

オオシマトビケラ

ヒラタドロムシ類

ゲンジボタル

コオニヤンマ

コガタシマトビケラ類

カワニナ類

ヤマトビケラ類

ブユ類 アミカ類

ヨコエビ類

タニガワカゲロウ類

チラカゲロウ

ニンギョウトビケラ類

ヒゲナガカワトビケラ類

外来種
フロリダマミズヨコエビ

外来種
コモチカワツボ＊

＊

外来種
アメリカツノウズムシ＊ナミウズムシ

サワガニ

ナガレトビケラ類

ヘビトンボ

カワゲラ類

ヒラタカゲロウ類

きれいな水

ややきれいな水
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実物大

実物大

実物大

実物大

実物大

実物大

実物大

実物大

実物大

実物大

実物大 実物大
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流れが少し速いところにいる

ゲンジボタル

平たい体

平たい体
平たい触角

頭部の前縁に浅い凹みがある

＊のついている生物はよく似ていますが指標種（水質判定に使う水生生物）ではありません。

流れの少しゆるやかなところにいる

外来種のコモチカワツボ＊は数mmと小型

頭は赤～茶色
(クロスジヘビトンボ＊は黒)

流れの速い石の下にひそんでいて、

えものをおそう

小さな石粒の巣

頭

流れの速い石の表面にはりついている

えら

平たい体

体色は赤色、茶色、青白色のものがいるが、

同じ種類である

甲らに丸み

流れの少しゆるやかなところの石面に多い

棒状の突起

上流の石の下や水中に
たまった落葉の間にいる

第2触角が

第1触角の1/2以上

最も後ろの足が、
その前の足より長い

最も後ろの足が、
その前の足より短い

前足に長い毛の列

背中に1本の白いすじ

流れのやや速いところにいる

流れが少しゆるやかなところ
の石面にいる

流れの速い石の間に網をはってえさを集める
体色は茶～黒色

左右に大きめの石粒をつけた巣

頭が細長い

体はヒラタカゲロウ類に似ている
流れの速いところにいる

平たい体

尾は3本

頭に広い平らな面がある

ヘイケボタル＊流れが少しゆるやかなところにいる
カワニナをえさとする

流れが少しゆるやかなところにいる

←殻の口がひし形

きゅうばんきゅうばん

とっき

きゅうばん

体ががんじょうな感じがする
石の下やすき間にいる

ふさ

←殻の口が丸
から

から

ぜんえん

前胸の模様が異なる
ぜんきょう もよう

しょっかく

あみ

しょっかく

しょっかく

とっき

の ちぢ

つめは2本（カゲロウは1本）

こう

石の表面にはりついている

ふくめん

尾は2本

石の表面にはりついていて、伸び縮みする

中・下流部には外来種がいることがある

また、体に模様が

あるのも外来種

もよう

耳状のとがった突起

流れの速いところにいる

吸盤

急流の岩や石に吸盤ではりついている

集団をつくり、石が黒く見えることもある

腹面に吸盤があり、急流の岩や石に

はりついている

強力な大あご

房状のえら
(クロスジヘビトンボ＊はなし)

浅い凹み

しょっかく

しょっかく
第2触角が

第1触角の1/2


